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 廃棄をなくそう！

「2022 J-Win ダイバーシティ・アワード」ベーシック部門 準大賞受賞

「2022 J-Winダイバーシティ・アワード」表彰式

三井住友信託銀行上大岡支店は「地域に根付いた

金融機関としてよりよいまちづくりに貢献したい」と

SDGsの目標達成に向けた活動に取り組んでいます。

2017年より協賛している横浜市港南区主催「ひま

わりの花絵画コンクール」には、港南区の花「ひまわり」

を題材にした地域の小中高校生による力作が毎年

多数応募されます。表紙の作品は2021年度に「三井

住友信託銀行 上大岡支店賞」を受賞された3作品の

うちの1作品です。作者の小学3年生（当時）は、ご両親

から「五輪のシンボルは5大陸の連帯を示している」

と教わり、「平和の祭典と同じように、いつも世界が

協力してつながっていら

れますように」との願い

を、五 輪と同じ配 置に

並べたひまわりに込め

たそうです。
2017年のロビー展
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支店ブログサステナビリティサイト当社のサステナビリティ活動はこちら

きゅうりの 
キーマカレー

“カレーでおいしく食品
ロ ス 削 減 ” を 提 案 す る
ハウス食 品 グ ル ープ の

『もっとカレーだからできることプロジェクト』から、
多くの家庭で余らせがちな「きゅうり」を使った夏野菜
カレーのレシピをご紹介します。

ハウス
こくまろカレー＜中辛＞ �1/2箱（70g）

豚ひき肉 ������� 200g

玉ねぎ �������� 中１個

なす ��������� 中１本

トマト ������� 中1/2個

きゅうり ��������１本

サラダ油 ������ 大さじ１

水����������500ml

材料（4皿分） 作り方
1  玉ねぎはみじん切り、なす、トマト、

きゅうりは1cm角に切る。

2 フライパンにサラダ油を熱し、1.の
玉ねぎとひき肉を炒め、なす、きゅうり
を加えてさらに炒める。

3 水とトマトを加えて沸騰したらあくを
取り、具材が柔らかくなるまで弱火～
中火で約5分煮込む。

4 いったん火を止めルウを割り入れて
溶かし、再び弱火で時々かき混ぜながら
とろみがつくまで約5分煮込む。

レシピ提供：ハウス食品グループ本社（株）
※禁無断転載

もっとカレーだからできること
プロジェクト

使用した商品

サステナビリティ活動キラリ

カレーでおいしく食品ロス削減 次世代が描く SDGs
表紙の

作品解説

 廃棄をなくそう！

＜評価された主な施策・取り組み＞

1. 経営トップのコミットメント     
「多様な社員の相互作用で独自の付加価値を創出する源泉」である
D&I推進は自社のDNAであるという考えを社員に繰り返し発信

2. 女性の育成       
「サポーター役員制度」の導入

3. 男性の意識改革      
2019年に男性育児休業取得率100％を達成し、定着。  

「男性育児休業1カ月取得」の推奨にむけて環境整備と見直しを実施

当社は「信託の力」を発揮し、お客さまや社会に対して新しい価値

創造を続けていくために、D&I（ダイバーシティ＆インクルージョン）

の取り組みを一層加速させていきます。

三井住友信託銀行（以下「当社」）は、

非営利活動法人ジャパン・ウィメンズ・イノ

ベイティブ・ネットワーク（略称：NPO法人 

J-Win）が主催する「2022 J-Winダイバー

シティ・アワード」において、企業賞のベー

シック部門にて準大賞を受賞しました。



気候変動問題に対して私たちができること
気候変動問題って何？私たちにどう関係しているの？

 気候変動問題とは
今、世界で最も深刻な社会問題は「気候変動」です。

近年、平均気温が上昇する地球温暖化に加え、世界各地で

干ばつや熱波、豪雨などの異常気象による自然災害が多発

するようになりました。「気候変動」は、私たちの暮らしや

経済活動にさまざまな悪影響を及ぼす事象を総括する言葉

として使われています。気候変動が引き起こすさまざまな

事象は、途上国や弱者に対してより悪影響を及ぼし、

格差や貧困などの社会的課題の原因にもなっています。

IPCCという世界的な気候変動の専門家組織は、2021年

の報告書に「人間の影響が大気、海洋および陸域を温暖化

させてきたことには疑う余地がない」と記載しました。

そして現在、COPという気候変動の会合において明示

された「世界的な平均気温上昇を産業革命以前に比べて

2℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑える努力を

追求すること」という目標に向け、世界各国が問題解決に

向かう意思表示や宣言を行っている状況です。

日本では昭和の時代から議論されている気候変動

問題ですが、平成を経て令和を迎えた今、いよいよ問題

の大きさが確定的になり、世界もその問題解決に向けて

身を乗り出すような時代になっているのです。

地球の気温が上昇する原因は、「温室効果ガスの膜が

厚くなり、熱が閉じ込められているから」です。温室効果

ガスは、太陽から放出される熱を地球に閉じ込めて地表

を温め、生物に適した気温を保ってきました。しかし、産

業の発展により温室効果ガスの排出量が増えたことで、

地球を覆う温室効果ガスの膜が厚くなっています。この厚

くなった膜が、必要以上に熱を内側に閉じ込めてしまうた

め、図表1のように気温が上昇してしまうのです。このまま

何も対策をしないと2100年には最大5.7℃上昇するとい

う予測もあります。

三井住友信託銀行は、事業を通じた社会・環境問題の解決に取り組んでおります。特に、昨今話題
となっている「気候変動」は、問題解決に資する専門チームや組織を社内に設置するなど、非常に
重視しているテーマです。今号から４回にわたり、この気候変動問題に関わる動向について、社内の
専門家が分かりやすく解説してまいります。世界が一丸となって立ち向かわなければならない問題に
ついて、個人でできることについて考えていただくきっかけになれば幸いです。

SPECIAL TOPIC スペシャルトピック

今後の
連載予定

気候変動問題に対して私たちができること

気候変動問題って何？
私たちにどう関係しているの？1 2 蓄電池と水素が

地球を救う 3 プラスチックとの
上手な付き合い方 4 地球にも人間にも優しい

Well-beingな住まい

執筆者：サステナビリティ推進部 テクノロジー・ベースド・ファイナンスチーム 後藤文昭、荻原大輔

 私たちの生活への影響は？
上記のような温暖化が進むと、私たちの生活にはどの

ような影響が出てくるのでしょうか。

まず考えられるのが、海面の上昇です。地球全体の

気温が上昇すると、北極域・南極域にある氷が溶け出し、

海面が上昇するといわれています。日本は海に囲まれて

おり、水産業も盛んなため、海面上昇による生活への影響

は大きくなるものと予想されます。

続いては、洪水の増加や台風の強大化です。気温が上昇

すると大気中の水蒸気が増えるため、これまでと異なる

洪水や台風が発生し、私たちの生活を脅かす恐れがあり

ます。昨今、強い台風が多発しており、ご自身やお知り合い

が被害に遭われた方もいらっしゃるかもしれません。

気候変動は決して遠い将来の話ではないといえます。

さらには、動植物への影響もあります。具体的には、

高温による農作物の品質低下等があり、ぶどうの着色

が悪くなるといった悪い影響が出ています。

最後に、熱中症や感染症、デング熱といった伝染病など

の健康被害の増加です。昨今の猛暑は皆さまも感じて

いるところと思いますが、熱帯地域に生息する蚊など

が、温暖化により活動範囲や活動時期を広げることで

感染症が増加する可能性が指摘されています。

 気候変動問題に対する日本の動き
日本では気候変動問題に対して、気候が変動しない

ための「緩和」策と、気候が変動してもその影響に耐え

られるための「適応」策に取り組んでいます。まずは

温暖化を抑えるべく、緩和策に最大限の取り組みを

進めており、中でも、再生可能エネルギーを最大限導入

することに世界中が注力しています。（図表２）

 今、私たちにできること
三井住友信託銀行が所属する三井住友トラスト・

ホールディングスは、2021年10月に「三井住友トラスト・

ホールディングス カーボンニュートラル宣言」を策定・

発表しました。企業はこうした宣言により、気候変動問題

に対して自ら目標を定めて実行していくことが可能です。

「自分にできることはあるのか？」と思う方も多いと思い

ますので、いくつか個人でできる取り組みを紹介します。

まずは「できる範囲でCO2排出量の少ない生活に少し

ずつ変えていくこと」です。我慢を強いるような無理な省

エネではなく、再生可能エネルギーの電気を選択したり、

より省エネな家電製品を買ったり、といった選択をする

ことで社会システムの変化を後押しすることができます。

さらに、住宅の屋根で太陽光発電を行うことや、電気自動

車を購入することでも貢献することができます。ほかにも、

「気候変動問題に取り組む企業の製品やサービスを選択

すること」で、企業の取り組みを後押しすることも有効です。

実際にこうした企業へ投資することも可能ですので、興味

のある方は検討されてみてはいかがでしょうか。

今回は、気候変動問題そのものと私たちにできること

について解説いたしました。次回からは、具体的なテーマ

に基づいて問題を掘り下げながら解説してまいります

ので、是非ご覧ください。

● 図表3　CO2 排出が実質ゼロ（カーボンニュートラル）な状態
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● 図表2　「緩和」と「適応」２つの気候変動対策

（出典）気候変動対応情報プラットフォームのホームページを参考に作成

緩和策の例 適応策の例

OFF

節電・省エネ

エコカーの普及

再生可能
エネルギーの活用

森林を増やす

災害に備える

感染症予防の
ため虫刺され
に注意

高温でも育つ
農作物の
品種改良や栽培

熱中症予防

水利用の
工夫

緩和
 とは？

原因を少なく 適応
 とは？

影響に備える

2つの気候変動対策

● 図表1　1850～1900年を基準とした世界平均気温の変化

※それぞれのシナリオの予測値。陰影は不確実性の範囲を示す。
（出典）IPCC AR6 WG1 Summary for Policymakers p22 Fig.SPM.8(a) 編集
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再生可能エネルギーとは太陽光や風による発電で、

CO2を排出しないことから化石燃料を利用する従来の

発電方式に変わることが期待されています。省エネや植樹

といった活動も重要ですが、気温上昇を1.5℃に抑える

ためには、「2050年前後に世界のCO2排出が実質ゼロ

（カーボンニュートラル：図表３）となること」が必要とされ

ており、社会システムの大きな変化が必要とされています。


